
期待（強弱）※

評価（可否判断）
感情（漠然とした正負の感情）

強／可

欲求

規範

出来事の仮想

A)予期型の感情

＋希望

＋安心

－不安

－焦り

－絶望

±緊張 など

出来事の回顧

C)回顧型の感情

＋懐旧、－後悔など

固有刺激化 感情

B)反応型の感情

＋安堵

＋感動

＋感謝

－怒り

－失望

－恥ずかしさ

－劣等感

－妬み、嫉妬

－憎しみ など

強／否

弱／可

弱／否

解釈（意味化）

発生後

満足・喜び

不満・不快感・落胆

無感～弱い満足

弱い不満・弱い不快感

解釈が生み出す

固有刺激によって

多様な感情に分化する

意味と「固有刺激」

との連結リスト

連結

連結せず

感情なし

解釈系

■感情発生の思考過程モデル （思考の残響としての感情）

期待リスト

Ｉ

Ｏ

状況

意味リスト

Ｉ

Ｏ

※脳内にデフォルトで存在

出来事

解釈系

※突発的な事態などの場合は、
出来事の後に振返って期待を認識することになる

出来事の発生前 出来事の発生時

解釈系

※期待（抽象）と出来事（具体）の
整合性を判断する



■「感情推論」の思考過程モデル

事象（状況）

他者（相手）

出来事

期待

評価

解釈

感情

状況情報

期待一般に

関するＤＢ

他者の期待

出来事情報

他者の評価

他者の感情

他者の解釈

相手の内面の思考の流れを再現する

期待リスト

自己

他
者
の
内
面
の
推
論



■「感情に配慮した対処行動」の思考過程モデル

対処行動の決定状況の認識

期待の推測
（形成過程の再現）

適用参照

実行指令

事象（状況）

実行

期待の形成

例：後輩に仕事の
説明をしている

例：まじめであるべきだ

例：話を聞く×まじめ

・相手をきちんと見る

・メモをとる など

例：メモをとる

他者

欲求

規範
期待リスト

状況／期待別の

対処行動ＤＢ

例：まじめであるべきだ

自己


